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令和元年度（２０１９年度）学校版環境ＩＳＯへの取組 概要報告 

 

管内 市町村 学校名 

玉名 玉名市 玉名市立天水中学校 

 

１ 取組の概要 

項目 活動の様子（写真） 取組の実際 

宣言 

 

１ 給食は残菜０を目指します。 

２ 空き教室の電気や冷暖房のスイッチの切り忘れ０を目指

します。 

３ 校舎内外の美化に努めます。 

４ 水を出しっぱなしにしません。 

５ 紙の３Ｒに努めます。 

行動 

 

 

 

 

 

 

 

１ 給食は残菜０を目指す。 

１２月に、クラスマッチ形式で 1 週間、毎回の残菜量を計

測し、結果を掲示板や校内放送で知らせる活動を行った。 

２ 空き教室の電気や冷暖房のスイッチの切り忘れ０を目指

す。 

冷暖房の切り忘れや無駄な使用をしないために、操作に関

してのルールや使用規定の確認を行った。決定事項を掲示し

規定を徹底することで節電に対する意識を高めるようにし

た。 

３ 校舎内外の美化に努める。 

（１）帰りの会でのプチ活動 

帰りの会の中で３分間の清掃活動を行う。本校は清掃の

時間が週に２日間しかないので、この時間に教室や廊下、手

洗い場などの清掃を行い、室内の環境美化に努めた。 

（２）朝ボランティア活動の実施 

部活動ごとに担当の曜日を決め、朝７時５０分～８時ま

で、清掃活動を行った。昇降口や体育館、校舎周辺の落ち葉

集め、雨天時には窓ふきなども行った。 

（３）美化コンクールの実施 

毎月の第１週目の５日間で美化コンクールを実施し、評

価項目をきめ、点数化し生徒集会で優秀クラスの表彰を行

った。 

４ 水を出しっぱなしにしない。 

 歯磨き用に自分のコップを持参させ、１杯の水でうがいを

するようにしている。ほとんどの生徒は習慣化しており、水を
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出しっぱなしにする生徒はほとんどいない。 

５ 紙の３Ｒに努める。 

（１）今年度から各教室や特別教室にリサイクルボックスを

置き、紙のリサイクルに出すようにした。紙のごみが減る

だけでなく、クラスのごみはまめに回収し、まとめて出す

ことで、ごみ袋の使用の減少にもなっている。 

（２）職員間での紙の使用を減らすため、連絡掲示板の利用や

電子化したデータでの情報の共有などを行い、ペーパー

レス化に努めた。またプリントアウトをする場合は、裏紙

の使用などに積極的に取り組んだ。 

記録 

 

 

１ 残菜調査について 

１１月１８日（月）から２１日（金）の５日間で計測した。

５クラス中４クラスは、平均 0.08kg とほぼ 0 だった。 

２ 電気の使用量について 

昨年の電力量［kwh］の比較は下表の通りである。 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 

-744 -1782 -1780 -6276 -3942 1524 -564 -2060 

１０月以外の月で昨年より減少し、８か月間の合計では-

15,624kwh（昨年度比-14%）となった。 

見直し 

 

駐輪場の自転車の整列（環境美化） 

本校では自転車の置き方が雑然としていて課題があった

が、生活安全委員が毎朝整列を呼びかけるようなり、整列して

おくことが習慣化され、現在は呼びかけも必要のないほどに

自主的にできるようになった。 
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２ 成果と課題 

成 果 課 題 

○使用電力量は昨年度の 4 月～11 月で比べ

ると約８６％に減少することができた。7，

8 月の夏季の使用量がとくに減少率が高く、

これは、使用規定を順守できた成果だと考

えられる。特に多目的ホールの冷房の使用

時間を減らすことができたのが大幅な減少

につながったようだ。 

○委員会活動の見直しにより、駐輪場や教

室の整理整頓など環境美化に関することが

昨年度と比べよくできるようになった。 

○給食の残菜は、コンクール期間後も、ほぼ

ゼロのクラスもあるが，献立により量が増

えるクラスもあり、継続した取り組みや指

導が必要である。 

○掃除は昨年度末、始まりのあいさつや音

楽などの見直しなどが行われ取り組み方が

大きく改善したが、今後も無音清掃の徹底

をしていく。 

○地域のリサイクル活動や環境美化への協

力があまりできていない。PTA と協力しな

がら進めていきたい。 

 


